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原発生の腫癌が 出来, 組織学的には adenoma
であった｡parabenzochinonによる研究は滝沢
及 び杉下 (1950,1952,1956)に よ って行な
われ, 後に Mori(1961)は 4-nitroclinoline
mono-oxide(4-NQO)でも肺癌を発することを
明らかにしたOこれに関連 した研究の一つとし





43)によって 発見 された｡ 即ち麻酔量の ure-
thaneを注射 された C3H マウスでは,明らか
に肺の腺腫が多発 した｡ 続いて Henshaw and
Meyer(1944)は, A系マウスで も同様の結果
が得 られること,また使用 した薬剤量と発病率

















































































































れた15系のラットに対 し, DBA 其他の発癌剤
の皮下投与を試みた｡これらの動物で注射局所





















































































た山中 (1960)は MCを混じた peletを,それ
ぞれラットの肺に手術的に挿入し,何れも偏平
上皮癌の発生に成功した｡其後 Howel(1961)
















液の静注も, 同様 に発癌剤 の肺抑留を結果す
る｡Lorenzetal(1940),GradyandStewart
(1940),Orr(1947)らはこの方法で,何れもA












aerosol吸入 実験 につ いで, 鵜 沢 (1959)は
BeO と MC とを混じて気管内より肺に注入し
たが,6ケ月までに動物の 10/42に肺腫揚が発
生 し,その2例は組織学上悪性のものと認めら
れた｡ BeO と BP との併用では効果がなく,
炭末と MC との併用では1/20に良性の腫疫が
導かれた｡其後 Howel (1961)は olive池に




























































に ciliatedまたは non-ciliatedの epitheliar
cellが含まれていることを証明した｡alveolar










一般 に気管支上皮 の epidermoid metaplasia
に由来する ものと考えられ てきた. Garshil
ら (1931),Shabad (1933)67)らほ動物実験で


























































日で処置動物2例中 の 1例に,肺に adenoma
様結節を認めたと述べ ている｡ 其後 Nakano
(1930)は coaltarを oliveoilまたは para-
fnnoilに溶解し, また SimondsandCurtis
(1935)はこれを石油に溶解し, 共に兎の静脈
内に注入した｡ この実験で Nakanoは, 160



























































































































入を 試みる実験 は, -ム スター を使用 する
SafBottiらの最近の業績が勝れており,煙草煙
や放射性物質の吸入による発癌の試みも,それ
が社会問題に直接する点で,見逃し得ない努力
である｡
病因論的に肺癌を論ずる場合には,発癌剤と
動物の感受性の 問題を取り上げるべきであろ
う｡肺癌というこの特殊な範境も,発癌全般に
通ずるこれらの問題と相互に稗益し合ってきた
点が多い｡ 例えば職業癌の問題では,Schnee-
bergでの経験が放射性発癌の問題提起 の源と
なり得たし,煙や排気ガスによって公害が,一
面発癌剤探求の要求をともなってきているので
ある｡また肺の特殊な感受性の散に,urethane
や INHの如き特殊な発癌剤が注目され,quin-
oneより4-NQO-と問題が進展して, 立に発
癌機構の底に触れるような材料を提供すること
京大結研紀要 算15巻 第2号
ともなっているのである｡
組織発生を論ずる場合には,肺の痛はあくま
で肺に足場を求めねばならないし,またその意
味で最近の竃顕による研究の進展が期待される
のである｡しかし発癌機構の研究に肺という組
織を用いることの当否は,これとは別に充分考
慮されねばならぬであろう｡現在まで,この点
で肺が他の臓器に優先する成績を示 した報告
は,urethaneを使用する実験の一部を除いて
は,未だないということが出来るであろう｡肺
を好発侵襲部位とする或種のウイルスも,その
発癌性は他の臓器に現れるという有様で,現在
までのところ肺癌におけるウイルス関与の問題
は,少なくとも電顕による検索の範囲では,未
だ成果をあげていない｡
人の肺癌は,それが特殊な内分泌機能を残存
する場合があって,最近注目されている話題の
一つである｡これはその組織発生の上からも,
また発癌機構の上からも,生化学的な手段で癌
を探る場合の,一つの明瞭な目標となり得る点
で面白い｡動物の癌においても,おそらく類似
の現象が存在することと思われるが,原発性の
肺癌の範囲内では,まだその事実を証明してい
ないもののようである｡
今後発展を期待される研究分野 の一 つとし
て,免疫学的な現象を指すことが出来るであろ
う｡肺癌が,その組織に固有の抗原を有するか
否かは,未だ臨床的にも,実験的にも明らかに
なっていない｡併し他の臓器癌で既に証明され
ている腫療抗原なるものを,やはり肺の癌でも
証明することは,もしそれを志すならば今では
さして難事ではないであろう｡ただこの種の抗
原が,如何に発癌と,また癌の発育や転移形成
と関係するかという点で,それが血管組織を基
盤とした肺という特殊な臓器における病変であ
るという意味で,興味が持たれるのである｡
癌の治療の手段としては,現在放射線,化学
療法剤,免疫血清の三者が注目されている｡そ
の何れを研究するにしても,実験的肺癌をその
効果判定の指標とすることに,果して意味があ
るであろうか｡これは全 く将来に残された問題
であるが, 普遍的に その意味を求めるとすれ
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ば, レ線による腰痛の可視性,また担癌組組織
構造の特異性 という点に着目すべきであろうO
その他に,urethan等の特殊な発癌剤の使用に
よって,容易に,確実に,そして高率に発癌さ
せることが出来る点も,一つの利点として利用
出来るかもしれない｡
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